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東アジア国際言語学会第６回会報 

2022年 3月 

須田義治 

 

2021年度の本学会の活動についてご報告をいたします。 

 

１．シンポジウム「言語研究の方法論をめぐって」 

2021年 9月 4日にオンライン開催で以下のようなシンポジウムを行いました。  

 

「言語研究の方法論をめぐって」9月 4日（土）午後 1時～5時 15分 

13:00-13:05シンポジウムの趣旨説明 

13:05-13:35彭広陸「視点研究の歴史と現在――対照研究の観点から」 

13:40-14:10田中寛「日本語複文研究の現状と課題―研究の手法と問題点のありか」 

14:15-14:45高橋弥守彦「中国語の動詞連語“走上來”について―大谷翔平に学ぼう

―」 

14:55-15:55ディスカッション 

16:05-16:50 質疑応答 

16:50-17:10大島吉郎「論文執筆の実践例を基に」 

17:10-17:15閉会の辞 王学群 

 

２．2021年度大会 

 2021年度は、2022年 2月 12,13日に大会を開催しました。プログラムは以下のとおりで

す。一日目は特別講演、二日目は研究発表という構成になっています。 

 

東アジア国際言語学会第９回大会プログラム（2021年度） 

2月 12日(土) 

【特別講演】 

司会：高橋雄一（専修大学） 

13:00-13:40時衛国 

「〈了〉と「タ」についての対照研究」（山東大学特任教授） 

13:40-14:20彭広陸（北京理工大学） 

「視点から見た所在の訊ね方――日中対照を中心に」 

14:20-15:00田中寛（大東文化大学名誉教授） 

「モダリティ以前、モダリティ以後――義務と確信の意味的な交渉を中心に――」 
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2月 13日(日) 

総合司会 白石裕一(中央大学・兼任講師) 

 08:50-09:00開会の辞 王学群（東洋大学）          

 

 司会：安本真弓(跡見学園女子大学) 

9:00-9:30韓樹坤（山東大学・院生） 

「中国語における可能表現の日本語訳研究―“能”“会”“可以”を中心に―」 

9:30-10:00潘紅婭（山東大学・院生） 

「中国語における受身マーカーのある受身文の日本語訳について」 

10:00-10:30吉陽（浦和大学非常勤講師）、関玲（中山大学講師）  

「中国語自然会話における「然后（ranhou）」の相互行為分析」 

 

司会：大島吉郎（大東文化大学） 

10:40-11:10劉志頴（大連理工大学・院生）、李光赫（大連理工大学） 

テイレバ反事実文日中対照ネットワーク分析―テンス・アスペクトの立場から― 

11:10-11:40李哲（常州工学院） 

「日中両言語における限定を表すとりたての二重表現の対照研究―限定を表すとりた

ての単純表現との比較から―」                                     

11:40-12:10 王涵（東北師範大学・院生） 

「接尾辞「～だらけ」「～まみれ」の比較研究」 

総会 

 

司会：石井宏明(東洋大学・非常勤講師) 

13:20-13:50洪安瀾（閩南師範大学） 

「中日両言語における話者の視点設定について」          

13:50-14:20福田翔（富山大学） 

「日本語と中国語における話者の主観性を表す形式の言語化」 

 

司会：丁鋒（大東文化大学）                                 

14:30-15:00侯遠方（京都外国語大学・院生） 

「日中両言語における漢字同形語「反応」の意味的相違の考察―『日中辞典』『中日辞

典』の編纂上の問題点をめぐって―」   

15:00-15:30胡春艶（東北石油大学） 

「AA 型重言とその日本語訳の対照研究――『紅楼夢』前八十回を中心に」 

 

司会：続三義（北京外国語大学·東洋大学元教授） 
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15:40-16:10賈麗娜（上海外国語大学・院生） 

「造語法から見る中日の新語・流行語―2017 ～2021五年間を対象に」      

16:10-16:40梁鵬飛（山東理工大学） 

「翻訳小説における節連鎖の計量文体論的考察‐流水文の翻訳を中心に‐」 

16:40-17:10 胡敏男（北京語言大学東京校） 

「日本人中国語学習者による「言外の意味」についての理解状況」 

 

17:10-17:20閉会の辞 時衛国（山東大学特聘教授  東方文化研究中心主任） 

 

３．本学会主催「鈴木康之先生の米寿をおいわいする会」 

 2022年 3月 20日（日）に、本学会の名誉会長である鈴木康之先生の米寿をおいわいする

会を開きました。会の内容は以下のとおりです。 

 

第一部 

13:00- 進行（須田） 

13:05-15:25 連語論シンポジウム※時間の関係で質疑応答はありません。 

13:05-13:25彭広陸先生 「鈴木康之先生の連語論」 

13:25-13:45 松本泰丈先生 「奥田靖雄先生の連語論―〈アメガフル〉から連語文へ」 

13:45-14:05 斎藤倫明先生 「「連語」の表わす意味について－言語単位論の観点から

－」 

14:10-14:30森山卓郎先生 「動詞研究と連語論」 

14:30-14:50早津恵美子先生 「結合価研究と連語論」 

14:50-15:10高橋弥守彦先生「日中対照言語研究と連語論」 

15:10-15:25鈴木康之先生から 

 

第二部 

16:00-17:00  おいわいのことば ※「鈴木康之先生八十八年のあゆみ」（配布） 

小椋英子先生（日本手話通訳士関係） 

村上三寿先生（日教組教研活動関係）（代読） 

王亜新先生（日中対照言語学会関係）「日中対照言語学会創設の経緯」 

王学群先生（東アジア国際言語学会関係）「国際連語論学会と鈴木康之先生」 

鈴木泰先生（海山研究会関係）「連語論に寄せて」 

湯本昭南先生（言語学研究会関係）「言語学研究会と鈴木康之先生」 

17:00-17:20  フリートーキング１分間スピーチ（司会：呉幸栄先生） 

17:20- 閉会の辞：王学群先生 

  



4 

 

４．拡大常務理事会と総会 

 拡大常務理事会と総会の審議事項と報告事項の内容は以下のとおりです。 

 

〈審議事項〉 

１．学会誌の送付方法の変更 

これまで事務局が手作業で発送作業を行ってきましたが、担当者の負担が大きいの

で、今後は発送を印刷会社に依頼することにします。 

 

２．査読要領の改訂 

『東アジア国際言語研究』査読票を作成し、査読要領の評価基準を以下のように明示

することにします。 

 

100～91点（採用：そのまま掲載） 

90～81点（修整採用：若干の修整を経て掲載。再査読はなし） 

80～71点（修整再査読：指定された期間での修整ののち、再査読をする） 

70点～（不採用：ただし、70～60点は再投稿を勧める） 

 

３．投稿規定の改訂 

電子化に関する以下の条文をつけくわえます。 

 

８．採用された論文は電子化し、ホームページで公開する。 

 

４．新しい理事の選出 

 次の２名の方を理事に加えます。 

高橋雄一教授（専修大学） 

姚艶玲教授（大連外国語大学） 

 

５．『東アジア国際言語研究』特別号の刊行について 

「鈴木康之先生の米寿をおいわいする会」において開かれる連語論シンポジウムの

発表をおいわいのことばとともに特別号として発行したいと思います（内容を充実さ

せるために、当日、発表していただけなかった方にも、連語論に関する論文を寄稿して

いただく予定です）。 

 

６．「ホームページ管理手当」について 

ホームページの管理をしている方に、１万円の「ホームページ管理手当」を出すこと

にします。 
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７．決算と予算 

小路口先生より説明がありました。 

 

８．監査報告 

白石先生より説明がありました。 

 

〈報告事項〉 

１．『東アジア国際言語研究第３号』について進捗状況について説明がありました。 

２．「鈴木康之先生の米寿をおいわいする会」開催（３月２０日）について説明があり

ました。 
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５．2020年度決算 
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６．2021年度収支報告 
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７．2022年度予算案 

 

 

  



9 

 

８．報告事項 

本学会の顧問で大東文化大学名誉教授の高木一彦先生が、2021 年 4 月 3 日、散歩中に

突然倒れられ、急性うっ血性心不全でおなくなりになりました。90 歳でした。国語教育の

研究や慣用句の研究など、たくさんの業績を残されましたが、いまは、なによりも、高木先

生のやさしくあたたかい笑顔が思い出されます。つつしんでご冥福をお祈りいたします。 


